
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
収納家具等における本体前面の上部と下部とに、前後に複数の案内 をそれぞれ備えた上
ガイドレールと下ガイドレールとを、当該本体の間口方向に沿設し、前記上下ガイドレー
ル間に筆記板乃至掲示板をなすボードを引き違い状に設け、この一対のボードの上部又は
下部 には、前記上ガイドレール又は下ガイドレールの案内溝間に
向かって突出する突起部を設ける一方、

ことを特徴とする収納家具等におけるボードの移動規制装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、金属板製の収納家具等の前面に配置する筆記板（黒板、白板等）乃至掲示板を
なすボード装置に関するものであり、より詳しくは、ボードが不用意に左右に移動しない
ように規制するための装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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この種のボード装置は、実開平１－１５１７４２号公報に開示されているように、収納家
具における本体の開口部の前面の上部に２列の案内溝を有する吊支レールを沿設する一方
、前記本体の開口部の前面の下部には上下に２列の案内溝を有するガイドレールを固定し
、吊支レールの案内溝にそれぞれ筆記板乃至掲示板をなす一対のボードの上端を上コロを
介して吊懸し、各ボードの裏面下端には、当該各ボードを略垂直状に姿勢保持するために
、前記ガイドレールの案内溝に当接する下コロが装着されている。そして、一対のボード
で前記本体の開口部を塞ぐように配置した位置で、前側のボードに固定した錠前のロック
杆が後側のボードの前面に穿設された係止孔に突出してロックできるように構成したもの
である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記の構成によれば、２枚のボードにて前記開口部を完全に塞いだ位置で
しか２つのボードを位置固定することができず、しかも、錠前を施錠、解錠するために鍵
による操作が必要であって操作が面倒である。さらに、この鍵を紛失し易いという問題が
あった。
【０００４】
本発明は、ガイドレールの長手方向の任意の位置で、１つのボードだけでも移動規制でき
ると共に、移動規制及びその解除の操作も至極簡単な収納家具等におけるボードの移動規
制装置を提供することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記の目的を達成するため、請求項１に記載の本発明の収納家具等におけるボードの移動
規制装置は、収納家具等における本体前面の上部と下部とに、前後に複数の案内 をそれ
ぞれ備えた上ガイドレールと下ガイドレールとを、当該本体の間口方向に沿設し、前記上
下ガイドレール間に筆記板乃至掲示板をなすボードを引き違い状に設け、この一対のボー
ドの上部又は下部 には、前記上ガイドレール又は下ガイドレール
の案内溝間に向かって突出する突起部を設ける一方、

ものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
次に、本発明を具体化した実施形態について説明する。本実施形態の収納家具１は、図１
に示すように、下段家具２の天板上に上段家具３を載置したものであり、上段家具３及び
下段家具２は、それぞれ天板と地板と左右両側板と背板とにより構成され、下段家具２で
は抽斗４や開閉扉５等を備える。上段家具３では多段の棚板６を有して前面が開放されて
おり、本発明の（黒板、白板を含む）筆記板乃至掲示板をなす一対の引き違い式のボード
７，７は上段家具３の前面に配置して前記棚板６の前方を覆うことができるものである。
【０００７】
前記一対のボード７，７を案内する上下ガイドレール８，９はそれぞれアルミサッシ等の
押出型材等にて構成され、前後に２本の案内溝１０，１０を有する上ガイドレール８の上
板８ａの長手方向に沿って適宜間隔にてねじ１１を介して取付く複数のブラケット１２の
各基部を、上段家具３の上框部材１３の前面に穿設した取付け孔１４から差し入れ、天板
１５の下面に取付く固定板１６にねじ１７止めする。
【０００８】
前後に２本の突条レール部１８，１８を一体的に備えた下ガイドレール９は、その底板９
ａの下面に、その長手方向に沿って適宜間隔にてねじ１９止めされた複数のブラケット２
０は、その各基部を上段家具３における下框２１の前面に穿設した取付け孔２２から差し
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入れ、地板２３の上面の固定板２４にねじ２５止めする。
【０００９】
符号２６，２７は前記各ボード７の上下縁部に被嵌する縁部材、符号２８，２９は各ボー
ド７の左右縁部に被嵌する縁部材であり、それぞれねじ３０等にて固着する。符号３１は
左右縁部材と上下縁部材との角部を接続する隅部材である。これら縁部材や隅部材は合成
樹脂製にて形成しても良いのである。また、前記隅部材３１の下端面には、後述する移動
規制体３３に対する突起部３４が下向きに突出するように形成されている。
【００１０】
そして、各ボード７の下縁部材２７には、左右に適宜隔ててコロ３２，３２を埋設してあ
り、前記各突条レール部１８上面に沿って転動する。
【００１１】
次に、本発明のボード７，７の移動規制手段について説明する。第１実施形態は、図４～
図８に示すように、下ガイドレール９の端部を塞ぐように取付く端カバー部３３ａ付きの
移動規制体３３であって、基部３３ｂには、前記一対の突条レール部１８，１８を被嵌す
るレール挿通溝３５，３５が凹み形成され、基部３３ａの横方向に穿設された取付けネジ
孔３６及び突条レール部１８に穿設された横孔４０にボルト３９を挿通させて移動規制体
３３と下ガイドレール９とを外れ不能に固定できるように構成されている（図４、図５、
図７参照）。
【００１２】
また、基部３３ｂから、前記突起部３４が嵌り込む凹所３７に続いて、２つの弾性片３８
を一体的に突出形成している。各弾性片３８は、下ガイドレール９における前記一対の突
条レール部１８，１８と側縁９ａ，９ａとの間の案内溝９ｂに沿って配置されるように延
び、各弾性片３８の自由端３８ａの下面のみが下ガイドレール９における底板９ｃに当接
し得るものであり、各弾性片３８の上面はその長手方向（突条レール１８の長手方向）の
中途部でほぼ水平の頂面３８ｂを有し、この頂面３８ｂから前記自由端３８の上側及び凹
所３７に向かって下向き傾斜面３８ｃ，３８ｄにて連設されている。移動規制体３３ひい
ては前記弾性片３８はナイロン樹脂等の弾力性を有する材料にて形成されている（図５参
照）。
【００１３】
この構成の移動規制体３３によれば、各ボード７を上下ガイドレール８，９に沿って端ま
で移動させるとき、ボード７の下端隅における突起部３４が弾性片３８における傾斜面３
８ｃから頂面３８ｂに接近するにつれて、弾性片３８を下向きに押圧するので、当該弾性
片３８はそれ自体の弾性力にて下向きに弾性変形してボート７の移動にブレーキをかける
（図４の二点鎖線状態参照）。そして、前記頂面３８ｂを突起部３４が乗り越えると、弾
性片３８とそれ自体の弾性復元力にて図４の実線状態に戻り、突起部３４は凹所３７内に
嵌まって、ボード７は停止できる。凹所３７内に位置する突起部３４が傾斜面３８ｄ側か
ら頂面３８ｂを乗り越えるときも前記と同様に弾性片３８の弾力による抵抗を受けるので
、ボード７の表面にチョークやフエルトペン等の筆記具に文字等を書くとき、その摩擦に
起因する軽い力ではボード７が弾性片３８の箇所を乗り越えないから、ボード７がガイド
レール８，９に沿って移動することを規制できる。従って、筆記者は安定した状態で文字
等を書くことができるのである。
【００１４】
図９及び図１０は、移動規制手段の第２実施例を示し、下ガイドレール９おける前または
後の突条レール部１８と側縁９ａ，９ａとの間の案内溝９ｂの長手方向中途部内に沿って
延びにように配置され、ねじ４２を介して固定する移動規制体４１は、長手中央の凹所４
３から反対向きに一対の弾性片３８を一体的に突出形成させたものであり、前記凹所４３
にてねじ４２を下ガイドレール９の底板９ｃに螺着する。また、各弾性片３８は前記第１
実施例とほぼ同じ形状であるので、同じ部分には同じ符号を付して詳細な説明は省略する
。
【００１５】
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この実施例によれば、下ガイドレール９の長手方向の中途部に固定した移動規制体４１の
設置箇所でその凹所４３に各ボード７における突起部３４が嵌まって停止させることが簡
単にできるのである。なお、図１０の二点鎖線で示すように一対の突条レール１８，１８
間の案内溝部分に移動規制体４１を配置固定しても良いのである。
【００１６】
前記各実施例において、弾性片３８の頂面３８ａに突起部３４を停止させることにより、
各ボード７の移動を規制しても良い。
【００１７】
前記各実施例では下ガイドレール９に移動規制体３３，４１を固定した場合を示したが、
上ガイドレール８に移動規制体３３，４１を固定しても同じ作用・効果を奏することがで
きる。
【００１８】
本発明は、前述の床に固定のユニット式収納家具のみでなく、固定家具の前面に沿って左
右に移動可能な収納家具の前面にボードを配置する場合など、他の種類の家具にも適用で
きることは言うまでもない。
【００１９】
【発明の作用・効果】
以上に詳述したように、請求項１に記載の本発明の収納家具等におけるボードの移動規制
装置は、収納家具等における本体前面の上部と下部とに、前後に複数の案内 をそれぞれ
備えた上ガイドレールと下ガイドレールとを、当該本体の間口方向に沿設し、前記上下ガ
イドレール間に筆記板乃至掲示板をなすボードを引き違い状に設け、この一対のボードの
上部又は下部 には、前記上ガイドレール又は下ガイドレールの案
内溝間に向かって突出する突起部を設ける一方、

ものである。
【００２０】
本発明では、ガイドレールにおける案内溝内に 移動規制体の弾性片がボ
ートから突出する突起部に干渉することにより、ボードの移動を簡単に規制できるのであ
り、従来の技術のようなキー操作のごとき面倒な操作を不要とし、且つ構成も至極簡単で
あるという効果を奏する。
【００２１】
また、前記移動規制体は、前記突起部により弾性変位する弾性片と、突起部が停止する凹
所とを一体的に備えたものである ボードの移動につれて突起部が弾性片を弾性変形
させることで移動の抵抗となり、弾性片を乗り越えるた突起部が凹所に嵌まり込んで当該
突起部が簡単には抜け出さないようにして、ボードの移動の終端乃至その中途部において
、ボードの移動というワンタッチ的な操作により、至極簡単にボードを停止させることが
できて、ボードへの書き込み作業が安定すると言う効果を奏する。
【００２２】
そして、この弾性片と凹所とを 一体的に形成したものであ

【図面の簡単な説明】
【図１】収納家具の斜視図である。
【図２】要部正面図である。
【図３】図１の  III－ III 線矢視断面図である。
【図４】図１の IV－ IV線矢視で示す移動規制体の拡大側断面図である。
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沿って配置される

から、

移動規制体の基部に り、しかも
、この基部には前記案内溝の端部を塞ぐレール挿通溝が形成され、この基部をガイドレー
ルの端部に固定するから、移動規制装置の構成が至極簡単となると共に、ボードがガイド
レールの端部から脱落させず、且つガイドレールの端部が露出しないようにする機能も併
せて持つ移動規制装置を提供することができるという効果を奏するのである。



【図５】移動規制体の斜視図である。
【図６】図４の VI－ VI線矢視断面図である。
【図７】図６の VII － VII 線矢視断面図である。
【図８】移動規制体の一部切欠き平面図である。
【図９】移動規制体の第２実施例の側断面図である。
【図１０】図９のＸ－Ｘ線矢視断面図である。
【符号の説明】
１　　収納家具
３　　上段家具
７，７　　　ボード
８　　上ガイドレール
９　　下ガイドレール
９ｂ　　　案内溝
１８　　突条レール部
３１　　隅部材
３２　　コロ
３３，４１　　移動規制体
３３ｂ　　　　基部
３４　　突起部
３７　　凹所
３８，４４　　弾性片
３８ａ　　　自由端
３８ｂ　　　頂面
３８ｃ，３８ｄ　　傾斜面
３９　　　ボルト
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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